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藤井明 ふじい・あきら
1968年石川県生まれ。青山学院大学大学院文学研究科史学専攻修了。近

現代彫刻専門。小平市平櫛田中彫刻美術館学芸員として、『佐藤朝山展』『仏

像インスピレーション』『メダルの魅力』（東大比較文學会CatalToオリンピッ

ク文化プログラム賞受賞）などを企画。著書に『近代日本彫刻集成』（共著、

国書刊行会）、編著に『中村傳三郎美術評論集成』（国書刊行会）、『平櫛田中

回顧談』（中央公論新社）など。千葉県美術館資料審査委員会（彫塑部門）

委員のほか、武蔵野美術大学と放送大学で非常勤講師も務める。

圧倒的なビジュアル
メダル約280点及び参考図版約100点を掲載するオ
ールカラー、初のメダル図鑑。オリンピックや高校野
球、箱根駅伝などスポーツのほか、皇室のご即位、内
国勧業博覧会、会社創立記念、学校の記章、従軍記
章、あるいはグリコのおまけなど、多種多様な造型。

日本メダルの歴史を繙く
詳細な読み物として「メダルの歴史」を描く。海外で
はルーヴル美術館でコレクションするなど歴史は古い
が、国内では賞牌、勲章、記章、コインの類義語と
してあいまいにされ研究されてこなかった。明治初め
に誕生し、大正末期～昭和初期のスポーツ華やかな
りし時代に一大ブーム迎え大衆文化に華を添えた存
在を、さまざまな文献と取材から多角的に初めて繙
く。メダルから日本の近代化を逆照射する。

芸術としてのメダル
これまで芸術と見なされてこなかったメダルを位置づ
ける初の試み。畑正吉、日名子実三、朝倉文夫、
高村光太郎、岡本太郎など彫刻家・美術家が関わっ
た詳細を紹介。

本書の特徴本書の特徴

本書をお薦めします本書をお薦めします

・レトロ、モダン愛好家

・コイン愛好家、勲章愛好家

・日本近代史の研究者、文学部図書館

・日本風俗史、大衆史の研究者

・彫刻研究者・愛好家、美術系大学図書館

・県立図書館、市町村立図書館、博物館、美術館
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誰もが記憶にある、誰もが記憶にある、
しかし誰も知らなかったしかし誰も知らなかった
メダルの歴史。メダルの歴史。
はじめてのメダル図鑑はじめてのメダル図鑑 !

藤井 明



心地よい金属の重みと質感を湛える、美しき世界─
オリンピック、高校野球、箱根駅伝、内国博覧会、皇室のご即位、創立記念、従軍記章、グリコのおまけ……

組見本（原寸70%縮小）

ようこそ、メダルの世界へ！  ようこそ、メダルの世界へ！  藤井 明

　意外なことに、日本でメダルの歴史や機能を調べ、詳しく説明した書籍は、

1960年代に書かれた山田盛三郎の『徽章と徽章業の歴史』を除いてこれまで

皆無だった。勲章と貨幣に関するものはそれなりに書かれてきたわけだから実

に不思議なことであるが、もしかしたら、定義づけのあいまいさが関係してい

るのかもしれない。

　メダルは、誰もが知っていながら、その実ほとんど知られていないという状

態に置かれてきた。いや、その事実さえ、誰も気に留めてこなかったのではな

かろうか。けれどもメダルには私たちが漠然と想像している以上にさまざまな

用途があり、それらに着目して調べていくことで、忘れられていた人びとの記

憶や出来事をよみがえらせてくれる。おそらく本書の読者は、メダルがまるで

磁石のようにさまざまな出来事を引き寄せそれぞれを結びつけていく様子を、

これから目のあたりにすることであろう。

　さらに、メダルは美術・工芸品としても実に楽しい。その小さなフレームの

中に制作者が精いっぱいの工夫をこらして創り上げた豊かな世界が広がって

いる。手のひらに載せたときの重量感と金属の光沢は、私たちに心地よい感覚

をもたらしてくれる。本書ではさまざまなメダルをエピソードとともに取り上

げ、それらの魅力に迫りながら、「メダルとは何か」についても考えていきたい。

これよりあなたをめくるめくメダルの世界へとご案内しよう。

 （プロローグ「メダルとは何か」より抜粋）
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